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Be a gift to the world 

『世界へのプレゼントになろう』 
･･･K.R.ラビンドラン RI会長エレクト 

 

ポリオのない未来を世界の子供達にプレゼント 

⇒ 2018年 ポリオ撲滅を果たすためにファンド・ 
  レイジングを続ける 
 

⇒ 必要額55億米ドル 
    現在受領額･･･20億ドル   
    誓約＆予測収入･･･30億ドル 
    不足･･･5億ドル 

2015-16 財団目標 

2015-16 RIテーマ 



⇒ ロータリーの歴史上最も大掛りなプログラムであり、 
  ポリオ撲滅に向けた世界的な共同運動の中で、最大の 
  担い手として貢献しています 
 

⇒ 全世界でのポリオ撲滅活動ではロータリーは民間団体の 
  中でリーダー的役割を担っています 
 

⇒ 世界ポリオ撲滅推進活動はロータリーが果たし得る公民 
  部門への働きかけ、協調するモデルとして、世界中で 
  認められてます 
                    

Global Polio Eradication Initiative(GPEI)                                               
世界ポリオ撲滅推進計画⇒推進活動                              
 

Polio Eradication and Endgame Strategic Plan                                   
ポリオ撲滅・エンドゲーム戦略計画⇒最終戦略計画 

ポリオ・プラス 



ポリオ・プラスとは 

⇒ ポリオと共に麻疹、ジフテリア、結核、百日咳、 
  破傷風の５つをプラス 
 
⇒ ウイルスの伝播を阻止するためのワクチンを 
  世界中の児童に予防接種 
    
⇒ ポリオの世界的撲滅は国際ロータリーの最優先 
  事項 



    ロータリー史上、最大のプログラム “ポリオ・プラス” 

⇒ 1985年にロータリーが率先して始めた大規模な予防接種 
  活動がきっかけとなる 
 
⇒ 1988年に世界保健総会がポリオ撲滅の決議を採択、世界 
  ポリオ撲滅推進計画を開始 
 
⇒ 世界中で何千人ものロータリアンが、ワクチン投与に 
  ボランティアとして活動し、ポリオ撲滅に必要な行政面 
  と財政面の援助を、ドナー政府やポリオ発生国の政府に 
  働きかける 
 
⇒ ワクチンの輸送、保管、動員、保健の研修、監視活動の 
  支援など撲滅活動の運営資金の調達を支援 



      WHOのポリオ根絶計画 

⇒ 1988年のWHO総会2000年を目途に地球上からポリオを根絶 
  する決議が採択され、各地域で戦略が進められてきた 
 
⇒ 1960年代以降OPVが広範に使用されるようになり、温帯地域 
  の先進国では患者数は激減したが、熱帯・亜熱帯地域では 
  十分な効果がなかった 
 
⇒ 現在WHOはポリオ患者の発生の続く国に対してNIDs 
 （National Immunization Days：決められた日に国民全員に 
  ワクチンを投与する）を実施させ、OPVを供給し非常な 
  成果を上げている 



 ポリオ・プラス・パートナー 

  ① 全国予防接種日のための地域社会動員 

  ② ポリオ・ウイルス免疫所への援助  

  ③ ポリオ担当役員・疫病専門家への援助活動 

３つのニーズに目標をおき、ポリオの撲滅に必要

な用具や補助品の費用やその他活動費用等を支援 



撲滅支援アドボカシー 

⇒ 人的、金銭的資源確保のためGPEIにおける 

  ロータリーの大切な役割とは、アドボカシー 

  活動（政府・自治体や企業に対する撲滅運動 

  の働きかけ） 
 

⇒ 1988年開始以来、寄付総額13億米ドルに加え、 

  各国政府から100億米ドルの寄付を確保 



END POLIO NOW 

⇒ ポリオ撲滅活動が最終局面を迎えた今、ロータリー 
  とビル＆メリンダ・ゲイツ財団がパートナー 
  シップを拡大 
 
⇒ 2013～18年、ロータリーがポリオ撲滅活動への 
  寄付にゲイツ財団が2倍の額を上乗せ 
 
⇒ 寄付の相乗効果を生かし、ポリオを歴史の 
  1ページに刻むために、撲滅活動にどうかご協力 
  ください 

Make History Today   歴史に1ページを刻もう 



END POLIO NOW 



ポリオ症例数 



 日本のポリオ撲滅 

アルバート・セビン（米シンシナティ大学） 
･･･1967/9/26 ニューヨーク 

『はるばる太平洋をこえてポリオ撲滅を知らせてくれたことに
感謝します。日本はポリオ撲滅に成功した唯一の国であり、そ
れはウイルスとの戦いの人類の歴史の中で、甚だ稀な事例とな
るだろう。（途中初略）日本の友人たち、六年間の粘り強い努
力、こころからおめでとう。』 

高津 忠夫（東京大学小児科） 

『当時は科学的データも少なかったが、あの世情では生ワクチ
ン投与に踏み切るべきだと思って一斉投与に賛成した。しかし
ソークワクチンは残しておくべきだと当時主張したが、今もそ
の気持は変わらない。根絶の影に一人の犠牲者もないようにす
るのが私共臨床家のつとめである。』 



歴史に１ページを刻もう 


